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学 会 発 表
1)フクロテナガザル表情筋の1解剖例
岩 本 光 雄
第86回日本解剖学会総会 (1981)
2)地域群におけるニホンザルの体格の比較
浜田 穣 ･渡辺 毅
節35回日本人規学会日本民族学会連合大
会 (1981)- 紀印 :入校学雑誌90(2):
220,(1982)
3)ニホンザルの矢状稜
毛 利 俊 雄
第35回日本人柄学会日本民族学会連合大




































































































































































































































松 沢 哲 郎
飼育下ニホンザルを対象として.Ilri吐剤をもち
いた嫌悪条件づけにより.特定企物に対する嫌悪
を人為的に形成できることがわかった｡野生個体
群に適用するために必T.;･な手段ならびに効果判定
の方法を検討している｡
総 統
1)浅野俊夫 (1982):行動の形成｡`一現代基礎心
4)長谷川芳典 (京大文学部),東滋 (社会
部門),和田一雄 (変異部門), 後藤俊
二 (サル施設),川村俊蔵 (社会部門)
との共同研究
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